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１
．
放
送
大
学
の
社
会
教
育
主
事
講
習
の
経
緯

（
１
）
社
会
教
育
主
事
講
習
「
一
部
科
目
指
定

講
習
」

　

２
０
２
０
年
４
月
「
社
会
教
育
士
」
の
名

称
認
定
制
度
の
発
足
に
伴
い
、
社
会
教
育
主

事
講
習
を
受
講
し
た
者
、
も
し
く
は
大
学
等

で
社
会
教
育
主
事
養
成
課
程
を
修
了
し
た
者

が
「
社
会
教
育
士
」
と
名
乗
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
制
度
の
新
設
に
伴

い
、
２
０
１
９
年
度
以
前
に
社
会
教
育
主
事

講
習
又
は
養
成
課
程
を
修
了
し
た
者
は
、
移

行
措
置
と
し
て
、「
生
涯
学
習
支
援
論
」
と

「
社
会
教
育
経
営
論
」
の
２
科
目
の
「
社
会
教

育
主
事
講
習
（
一
部
科
目
指
定
講
習
）」
を
受

講
し
修
了
す
る
こ
と
で
、「
社
会
教
育
士
」
と

し
て
の
称
号
を
名
乗
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

放
送
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
社
会
教
育

主
事
、
司
書
や
学
芸
員
の
資
格
科
目
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
「
生
涯
学
習
概
論
」（
放
送

大
学
の
科
目
名
「
生
涯
学
習
を
考
え
る
」）
を

開
設
し
て
い
た
が
、
社
会
教
育
主
事
講
習
の

そ
れ
以
外
の
科
目
で
あ
る
「
生
涯
学
習
支
援

論
」、「
社
会
教
育
経
営
論
」、「
社
会
教
育
演

習
」
は
開
設
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
う
ち
、「
社
会
教
育
士
」
を
付
与
し
う
る

一
部
科
目
指
定
講
習
と
し
て
、「
生
涯
学
習
支

援
論
」、「
社
会
教
育
経
営
論
」
を
２
０
２
２

年
度
に
開
設
し
、
講
習
を
実
施
す
る
方
向
性

を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
現
職
教
育

の
職
能
向
上
の
た
め
の
講
習
実
施
は
、「
生
涯

学
習
の
基
幹
的
大
学
で
あ
る
放
送
大
学
で
の

本
来
の
業
務
で
あ
る
」（
１
）
と
の
大
学
側
の
姿

勢
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
教
員
免
許
更
新
講
習
な
ど

の
現
職
教
育
の
実
績
が
あ
り
、
放
送
大
学
の

講
習
は
「
学
校
の
先
生
方
や
公
務
員
に
加
え
、

民
間
の
方
で
も
働
き
な
が
ら
受
講
が
で
き
る

の
で
両
立
し
や
す
い
」（
２
）
と
い
っ
た
点
で
、

他
大
学
に
は
な
い
通
信
制
大
学
の
利
点
を
認

識
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

講
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
開
始
前
に
放
送
大

学
副
学
長
菊
川
律
子
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
行
わ
れ
、本
誌
『
社
会
教
育
』（
２
０
２
２
年

８
月 no.914

）（
３
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
後
、
２
０
２
２
年
12
月

に
実
施
さ
れ
た
講
習
を
振
り
返
り
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
に
よ
る
講

座
が
設
計
さ
れ
た
か
の
記
録
を
提
示
し
た
い
。

（
２
）
講
習
実
施
ま
で
の
過
程

　

放
送
大
学
は
、
教
材
制
作
に
お
よ
そ
３
年

間
を
費
や
す
。
２
０
２
２
年
度
開
講
の
「
生

社
会
教
育
主
事
講
習
の
オ
ン
ラ
イ
ン

実
施
の
講
座
設
計
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涯
学
習
支
援
論
」、「
社
会
教
育
経
営
論
」
に

該
当
す
る
科
目
の
制
作
は
２
０
１
８
年
度
に

企
画
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
制
作
が
始

ま
っ
た
。
２
０
１
８
年
度
当
時
、「
社
会
教
育

士
」
の
名
称
認
定
制
度
は
、
経
過
措
置
と
し

て
一
部
科
目
指
定
講
習
の
方
向
性
は
定
ま
っ

て
い
た
も
の
の
、
制
度
の
細
部
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
放
送
大

学
で
は
、
方
向
性
を
見
定
め
る
間
、
一
般
科

目
と
し
て
「
生
涯
学
習
支
援
論
」（
２
単
位
）、

「
社
会
教
育
経
営
論
」（
２
単
位
）
の
制
作
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

「
社
会
教
育
経
営
論
」（
放
送
大
学
の
科
目

名
は
「
社
会
教
育
経
営
論
」）
は
、
日
本
大
学

教
授
佐
藤
晴
雄
先
生
と
宇
都
宮
大
学
教
授

佐
々
木
英
和
先
生
、
そ
し
て
、「
生
涯
学
習
支

援
論
」（
放
送
大
学
の
科
目
名
は
「
生
涯
学
習

支
援
の
理
論
と
実
践
」）
は
、
関
西
大
学
教
授

赤
尾
勝
己
先
生
と
徳
島
大
学
名
誉
教
授
の
吉

田
敦
也
先
生
に
主
任
講
師
を
お
願
い
し
、
授

業
制
作
が
始
ま
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
４
月
に
こ
れ
ら
の
２
科
目
は

一
般
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
た
。
そ
れ
を
待
っ

て
、
別
途
２
０
２
２
年
度
の
「
社
会
教
育
主
事

講
習
（
一
部
科
目
指
定
講
習
）」
の
実
施
に
向

け
て
文
部
科
学
省
に
申
請
が
行
わ
れ
た
。
先
行

し
て
、一
般
科
目
と
し
て
「
社
会
教
育
経
営
論
」

（
放
送
大
学
の
科
目
名
は
「
社
会
教
育
経
営

論
」）
と
「
生
涯
学
習
支
援
論
」（
放
送
大
学
の

科
目
名
は
「
生
涯
学
習
支
援
の
理
論
と
実
践
」）

が
開
講
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
般
科
目
の
シ
ラ

バ
ス
に
は
、「
本
科
目
は
、
社
会
教
育
主
事
講

習
の
対
象
科
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
社
会
教
育
主
事
講
習
（
一
部
科

目
指
定
講
習
）
に
つ
い
て
は
、
本
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
て
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
」
と
明

示
し
、
混
乱
を
呼
ば
な
い
よ
う
工
夫
を
し
た
。

　

講
習
の
実
施
に
お
い
て
は
、
当
初
は
一
般

科
目
と
同
様
に
、「
社
会
教
育
経
営
論
」、「
生

涯
学
習
支
援
論
」
の
２
科
目
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
配
信
で
提
供
し
、
学
修
の
成
果
を
修
了

テ
ス
ト
に
よ
り
認
定
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
た
。
し
か
し
、「
社
会
教
育
士
」
の
名
称
認

定
制
度
の
趣
旨
を
考
え
み
れ
ば
、「
生
涯
学
習

支
援
論
」
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
演
習
を
行
う
こ
と
が
必
須
で

あ
り
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
（
図
１

参
照
）。
こ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
を

行
う
と
の
結
論
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
余
波

が
あ
る
時
期
で
も
あ
り
対
面
で
の
演
習
実
施

は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
全
国
の
受

講
希
望
者
を
対
象
に
す
る
こ
と
、
ま
た
放
送

大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
利
点
を
生
か
す

こ
と
な
ど
の
観
点
か
ら
、
同
時
双
方
向
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習
と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
必
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
講
習
自
体
も

初
め
て
で
あ
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習

に
つ
い
て
は
皆
目
見
当
が
つ
か
ず
、
演
習
の

設
計
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。

（
３
）
オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
の
放
送
大
学
の
実
施

体
制

　

オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
の
日
時
は
２
０
２
２
年 図１　放送大学社会教育主事講習の構成
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12
月
11
日（
日
）の
９
時
30
分
〜
12
時
40
分
と

設
定
さ
れ
た
。
こ
の
演
習
の
実
施
体
制
と
し

て
は
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
チ
ー
ム
が

編
成
さ
れ
た
。

　

放
送
大
学
の
担
当
窓
口
を
筆
者
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
の
総
括
を
「
生
涯
学
習

支
援
論
」（
放
送
大
学
の
科
目
名
は
「
生
涯
学

習
支
援
の
理
論
と
実
践
」）
の
主
任
講
師
で
あ

る
吉
田
敦
也
先
生
に
、
そ
し
て
、
当
日
の
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
担
当
講
師
と
し
て

は
、
社
会
教
育
の
観
点
か
ら
地
域
の
関
係
づ

く
り
の
研
究
を
し
て
き
た
荻
野
亮
吾
先
生
、

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

多
く
手
が
け
て
い
る
似
内
遼
一
先
生
の
２
名

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
演

習
当
日
に
は
学
生
な
ど
の
Ｔ
Ａ
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
た
。
一
方
、
社
会
教
育
主
事
の
資

格
確
認
を
含
め
、
募
集
、
登
録
に
関
す
る
事

務
は
放
送
大
学
の
連
携
教
育
課
の
２
名
が
担

当
し
た
。
こ
の
６
名
＋
Ｔ
Ａ
の
チ
ー
ム
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
て
演
習
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
．
新
し
い
演
習
形
態
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
の
実
施
は
、

新
し
い
発
想
を
必
要
と
し
た
。
特
に
意
識
し

た
こ
と
は
、
第
一
に
社
会
教
育
士
の
社
会
教

育
主
事
と
の
機
能
の
相
違
、
第
二
に
受
講
生

の
多
様
性
、
そ
し
て
第
三
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
演
習
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

（
１
）
社
会
教
育
士
の
社
会
教
育
主
事
と
の
機

能
の
相
違

　

社
会
教
育
士
は
、
２
０
２
０
年
度
以
降
、

社
会
教
育
主
事
講
習
や
養
成
講
座
を
修
了
し

た
者
が
名
乗
れ
る
称
号
で
あ
る
。
し
か
し
、

社
会
教
育
主
事
と
社
会
教
育
士
の
期
待
さ
れ

て
い
る
機
能
は
本
質
的
に
は
異
な
る
。

　

社
会
教
育
主
事
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
の
教
育
委
員
会
の
事
務
局
に
置
か
れ
、
社

会
教
育
を
行
う
者
に
対
す
る
専
門
的
技
術
的

な
助
言
・
指
導
に
当
た
る
役
割
を
担
う
る
専

門
的
職
員
で
あ
る
。
そ
の
職
務
の
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
教
育
委
員
会
事
務

局
主
催
の
社
会
教
育
事
業
の
企
画
・
立
案
・

実
施
、
社
会
教
育
施
設
主
催
事
業
へ
の
指
導
・

助
言
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
に
対
す

る
助
言
・
指
導
、
社
会
教
育
行
政
職
員
に
対

す
る
研
修
事
業
の
企
画
・
実
施
で
あ
る（
４
）。

社
会
教
育
主
事
は
、
教
育
委
員
会
の
行
政
組

織
と
い
っ
た
縦
構
造
の
一
部
に
位
置
付
け
ら

れ
、
一
定
の
権
限
が
付
与
さ
れ
る
。

　

一
方
、
社
会
教
育
士
は
、
社
会
教
育
主
事

と
し
て
の
人
事
発
令
が
な
さ
れ
な
く
て
も
そ

の
称
号
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

企
業
、
地
域
の
人
た
ち
と
連
携
・
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
関
わ
る
者
で
あ

る
。
社
会
教
育
士
は
文
部
科
学
省
に
よ
り
認

証
さ
れ
た
社
会
的
な
名
称
で
は
あ
る
が
、
実

際
に
社
会
教
育
士
と
し
て
活
躍
で
き
る
か
ど

う
か
は
、
ひ
と
え
に
そ
の
者
の
実
力
に
依
存

し
、
そ
れ
ゆ
え
に
資
格
と
し
て
の
真
価
が
直

に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
講

習
で
一
定
の
能
力
を
付
与
す
る
こ
と
が
社
会

教
育
士
の
質
を
担
保
し
、
社
会
教
育
士
の
制

度
基
盤
と
な
り
、
そ
し
て
社
会
教
育
士
が
専

門
性
あ
る
称
号
と
し
て
存
続
可
能
な
根
拠
と

な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
講
習
や

養
成
課
程
で
、
社
会
教
育
士
に
ど
の
よ
う
な

能
力
を
付
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
点
に
関
し
文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
、

人
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
の
中
核
的

役
割
を
果
た
す
社
会
教
育
士
に
は
、
①
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
力
、
②
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
５
）
が

重
要
と
し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
は
い
ず
れ
も

重
要
で
あ
る
が
、
放
送
大
学
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
す
る
演
習
の
時
間
が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
。

　

受
講
者
は
、
大
き
く
二
つ
の
属
性
を
持
つ
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者
が
想
定
さ
れ
た
。
第
一
は
社
会
教
育
主
事

や
そ
の
経
験
者
、
第
二
は
社
会
教
育
に
従
事

す
る
経
験
が
少
な
い
か
、
ほ
と
ん
ど
経
験
が

な
い
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
き
く
言
え
ば
、

専
門
的
職
員
の
経
験
が
あ
る
者
と
そ
れ
以
外

で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
の
双
方
に
放

送
大
学
で
提
供
す
る
講
習
で
相
応
の
力
が
付

与
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
が
期
待
さ
れ
る

わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
か
な
り
難
問
で
あ
っ
た
。

　

経
験
が
あ
り
、
す
で
に
一
定
の
資
質
・
能

力
が
獲
得
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
社
会

教
育
主
事
の
経
験
者
に
対
し
て
は
、
垂
直
構

造
（
縦
構
造
）
に
位
置
す
る
行
政
的
指
導
者

か
ら
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
い
う
水
平
構

造
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
担
い
手
と
し
て
、

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
大
き
く
変
え
さ
せ
る
こ

と
が
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
教
育
の

経
験
が
少
な
い
者
に
対
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
教
材
に
よ
る
学
習
と
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演

習
に
よ
っ
て
、
一
定
の
資
質
・
能
力
を
付
与

す
る
と
い
う
別
の
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
異
な
る
特
徴
を
持
つ
受
講
生
に

対
し
て
、
放
送
大
学
で
ど
の
よ
う
に
質
の
高

い
講
習
が
設
計
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と

は
、
社
会
教
育
士
と
い
う
名
称
認
定
制
度
の

本
質
を
検
討
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

（
２
）
受
講
生
の
多
様
性

　

受
講
生
が
二
つ
の
異
な
る
集
団
か
ら
な
る

こ
と
は
想
定
内
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
際

に
は
想
像
以
上
に
多
様
で
あ
っ
た
。

　

募
集
が
始
ま
る
と
、
社
会
教
育
士
に
な
る

た
め
の
一
部
科
目
指
定
講
習
へ
の
需
要
は
多

く
、
予
想
を
超
え
る
受
講
希
望
が
あ
っ
た
。

放
送
大
学
で
は
、
初
年
度
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
的

な
意
味
合
い
も
あ
り
、
リ
ス
ク
回
避
の
観
点
か

ら
受
講
生
数
を
40
名
定
員
に
し
、
所
属
等
を

伏
せ
て
機
械
的
に
抽
選
を
行
い
、
辞
退
者
を

見
込
み
、
結
果
45
名
の
受
講
生
を
決
定
し
た
。

　

受
講
生
の
所
属
機
関
を
見
れ
ば
、
図
２
に

示
し
た
よ
う
に
、「
教
育
委
員
会
」（
現
職
の

社
会
教
育
主
事
）、「
学
校
・
大
学
」（
小
・

中
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
・
大
学
な

ど
の
教
員
・
事
務
職
員
）、「
企
業
」（
指
定
管

理
を
請
け
負
う
企
業
の
従
業
員
や
一
般
の
企

業
人
）、「
社
会
教
育
施
設
」（
図
書
館
、
公
民

館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
職
員
）、
市
民
協

働
セ
ン
タ
ー
、
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
職
員
）、「
市
役
所
」

（
職
員
）、「
病
院
」（
事
務
職
員
）、「
所
属
な

し
」（
退
職
者
、
専
業
主
婦
）
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
で
あ
っ
た
。
研
修
は
受
講
生
の
集
団
が
等

質
で
あ
れ
ば
、
到
達
目
標
が
立
て
や
す
く
、

講
座
も
設
計
し
や
す
い
。
し
か
し
、
社
会
教

育
士
の
名
称
認
定
制
度
の
趣
旨
は
、
社
会
教

育
に
関
わ
る
者
の
裾
野
を
広
げ
、
多
様
な
人

材
を
社
会
教
育
に
登
用
す
る
こ
と
に
あ
る
。

社
会
教
育
主
事
資
格
を
有
す
る
と
の
共
通
の

要
件
を
前
提
に
、
不
特
定
多
数
の
受
講
希
望
者

を
公
平
に
選
定
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
受
講
生
が
来
る
か

想
定
が
で
き
な
い
中
で
、
初
め
て
の
講
習
を

設
計
し
実
施
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
社
会
教
育
の
経
験
の
有
無

を
問
わ
ず
、
ま
た
職
業
的
背
景
の
異
な
る
さ 図２　2022年度放送大学社会教育主事講習受講生の所属機関



2023-5　社会教育ー10

ま
ざ
ま
な
受
講
生
に
対
し
、
講
習
を
通
じ
て

共
通
の
価
値
観
や
一
体
感
を
醸
成
し
、
か
つ
、

一
定
の
資
質
・
能
力
を
養
成
す
る
と
い
う
非

常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
抽
選
に
よ
る
受
講
生
の
選
抜
は
公

正
性
を
担
保
し
機
会
の
平
等
の
点
で
は
良
い

の
で
あ
る
が
、
多
様
な
目
的
や
動
機
を
持
つ

受
講
生
が
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
、
結
果
と
し

て
受
講
生
の
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
の
温
度

差
を
も
た
ら
し
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
多
様
性
は
悪
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
。
社
会
教
育
主
事
の
世
界
に

狭
く
閉
じ
て
い
た
社
会
教
育
に
関
す
る
知
識

や
経
験
、
そ
れ
は
一
種
の
文
化
と
も
言
え
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
異
な
る
職

種
や
経
験
を
持
つ
人
々
に
共
有
さ
れ
、
社
会

教
育
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
広
く

社
会
に
理
解
さ
れ
伝
播
す
る
契
機
に
な
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

（
３
）
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習

  

通
常
演
習
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
半
日
、

一
日
、
あ
る
い
は
数
日
に
わ
た
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
今

回
の
演
習
は
３
時
間
と
い
う
非
常
に
限
ら
れ

た
時
間
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
で

あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習
実
施
に
は
、

技
術
的
な
障
壁
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
最
初

に
直
面
し
た
障
壁
は
、
情
報
基
盤
と
し
て
大

学
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
使
用
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
次
に
直
面
し
た
の

は
受
講
生
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や
ス
キ
ル
の

格
差
で
あ
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
演
習
の
た
め
に
は
、
受
講

生
が
同
じ
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
用

す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
一
つ
目
の
大
学

の
情
報
基
盤
の
障
壁
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
の
設
計
途
中
で
、
単
発

の
講
習
に
お
け
る
受
講
生
に
対
し
て
は
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
か
ら
大
学
に
よ
る

ア
カ
ウ
ン
ト
の
発
行
が
で
き
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
の
た
め
、
急
遽
、
受
講
生
が
使

用
す
る
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
大
学

の
シ
ス
テ
ム
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
。
二
つ
目
は
、
受
講
生
の
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
や
ス
キ
ル
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
演
習

を
行
う
た
め
の
水
準
に
足
並
み
が
揃
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
演

習
当
日
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
演
習
が
で
き

る
水
準
に
受
講
生
全
員
の
ス
キ
ル
を
揃
え
る

た
め
の
支
援
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

た
。
三
つ
目
は
、
受
講
生
と
の
ラ
ポ
ー
ル
の

形
成
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
対
面
に

よ
る
演
習
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
前
に

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
し
、
関
係
性
を
作
っ
て

か
ら
話
し
合
い
の
場
に
導
く
。
オ
ン
ラ
イ
ン

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
身
体
性
を
伴
っ

た
関
係
性
は
作
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
、
事
前
に
受
講
生
と
の
ラ
ポ
ー
ル
や
受

講
生
間
の
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や
ス
キ
ル
の

た
め
の
支
援
を
通
じ
、
講
師
と
受
講
生
、
そ

し
て
受
講
生
間
の
事
前
の
関
係
性
を
作
る
機

会
を
設
定
す
る
重
要
性
を
強
く
意
識
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

３
．
演
習
実
施
に
向
け
て
留
意
し
た
点

（
１
）
共
通
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設
定

　

共
通
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
定

す
る
こ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習
で
の
前

提
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
か
ら
受
講
生
に
放
送
大
学

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
付
与
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

苦
肉
の
策
と
し
てG

oogle

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
受
講
要
件
と
し
て
、Google

の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
明
記
す
る
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
判
明
し
た
の

は
講
習
の
実
施
に
向
け
て
の
具
体
的
な
話
し

合
い
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
受

講
生
全
員
にG

oogle 

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得

し
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
、
各
受
講
者
の
自
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宅
で
の
情
報
機
器
環
境
や
本
人
の
ス
キ
ル
を

把
握
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
受
講
生
に
対
し
、
演
習
でG

oogle

ア
カ

ウ
ン
ト
やZ

oom

を
使
用
す
る
こ
と
を
知
ら

せ
、G

oogle

ア
カ
ウ
ン
ト
の
有
無
、
使
用
の

有
無
、
そ
し
て
、
今
回
の
演
習
に
参
加
す
る
に

あ
た
っ
て
必
要
と
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
の
内

容
に
関
し
、G

oogle F
orm

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
実
態
把
握
を
試
み
た
。
そ
の
上
で
、
必

要
が
あ
る
場
合
や
不
安
が
あ
る
場
合
、
事
前

に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
旨
、
連
絡
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
に
関

す
る
連
絡
の
た
め
、G

m
ail

を
使
う
使
用
許
諾

も
併
せ
て
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
確
認
や
許
諾

取
得
と
い
っ
た
情
報
集
約
を
行
う
と
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習
参
加
に
不
都
合
が
生

じ
な
い
よ
う
受
講
者
一
人
一
人
の
状
況
把
握

に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
急
が
れ
た
。

　

12
月
11
日
の
演
習
実
施
か
ら
逆
算
し
、
す

べ
て
の
受
講
生
がG

oogle

ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
し
、Z

oom

に
接
続
が
で
き
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
演
習
前
に
「
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
相

談
会
」
と
称
し
た
説
明
会
を
２
度
開
催
す
る

と
同
時
に
、Z

oom

の
接
続
確
認
の
日
時
を
設

定
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
電
話
や
メ
ー

ル
に
よ
る
個
別
相
談
に
も
応
じ
た
。
演
習
当

日
ま
で
に
す
べ
て
の
受
講
生
が
問
題
な
く
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
種
々
の
働

き
か
け
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
時
間
と
の
戦

い
で
も
あ
っ
た
。

（
２
）
受
講
生
と
の
ラ
ポ
ー
ル
の
形
成

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習
で
は
、
事
前
に
受

講
生
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
２
回
に
わ
た
るZ

oom

に
よ
る
「
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
相
談
会
」
の
開
催
や
、
そ
れ
と

は
別
の
接
続
確
認
の
時
間
、
あ
る
い
は
電
話

や
メ
ー
ル
な
ど
の
個
別
相
談
で
、
演
習
前
に

受
講
生
の
ほ
ぼ
全
員
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ

た
。
ま
た
、Z

oom

で
の
相
談
会
に
出
席
し
た

受
講
生
に
は
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
近
況
な
ど
を
聞
く
こ
と
で
、
お
互

い
が
知
り
合
う
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
よ
う
な

働
き
か
け
を
行
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
演

習
当
日
、
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
前
に
構
築
す
べ
き
重
要

な
土
壌
で
あ
っ
た
。

（
３
）
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
使
用

　

演
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
う
た
め
に
い
く
つ
か
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
を
使
用
し
た
。

　

受
講
生
全
員
にG

oogle
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、G

oogle

で
使
用

で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
が
使

用
可
能
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
メ
ー
ル
機
能
と

し
て
は
、
各
自
のG

m
ail

に
よ
り
、
吉
田
敦
也

先
生
がG

oogle G
roup

で
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン

を
作
り
連
絡
網
と
し
た
。
学
習
管
理
シ
ス
テ

ム
の
機
能
は
、G

oogle C
lassroom

を
用
い

る
こ
と
と
し
、
事
前
に
資
料
の
多
く
を
掲
載

す
る
と
同
時
に
、
演
習
担
当
の
荻
野
亮
吾
先

生
と
似
内
遼
一
先
生
か
ら
はG

oogle 
C

lassroom

上
で
課
題
（
シ
ナ
リ
オ
作
り
）
が

指
示
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
事

前
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。
演
習
時
の
付
箋
ワ

ー
ク
は
、Jam

board

を
使
用
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、G

oogle

で
使
用
で
き
る
デ
ジ

タ
ル
・
ツ
ー
ル
以
外
で
は
、Z

oom

の
ほ
か
、

自
己
紹
介
の
場
と
し
てP

adlet

と
い
う
電
子

掲
示
板
を
用
い
た
。P

adlet

に
よ
る
ご
当
地

自
慢
の
自
己
紹
介
は
吉
田
敦
也
先
生
の
行
う

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
一
種
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
演
習
自
体
は
３
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
演
習
の
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や

指
導
が
な
さ
れ
、
演
習
を
意
味
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
の
仕
込
み
が
何
重
に
も
な
さ
れ
た
。

（
４
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
実
践
的

根
拠

　

講
習
を
設
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
法
の
実
践
に
お
い
て
参
考

と
し
た
の
は
、Ingrid B

ens,  
 

（W
iley, 2017

） 

と
い
う
４
版
を
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重
ね
る
米
国
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現

場
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
あ
っ
た
。

　

著
者
の
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ベ
ン
ズ
は
成
人

教
育
学
理
論
に
基
づ
き
、
生
産
性
の
高
い
会

議
運
営
技
法
と
し
て
組
織
開
発
の
中
核
に
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま

で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー
モ
デ
ル
（F

acilitation Skills Inventory, 
F

SI

）
開
発
や
オ
ン
ラ
イ
ン
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
構
築
を
行
っ
て
き
た
専
門
家
で
あ
る
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
に
関
す
る

執
筆
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
と
し
て
、
こ

の
領
域
で
25
年
以
上
に
わ
た
っ
て
活
躍
す
る

第
一
人
者
と
も
言
え
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
自
分

の
ス
キ
ル
、
置
か
れ
た
状
況
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
シ
ー
ト
、
あ
る
い
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
の
具
体
的
例
示

も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
今
回
の
講
習
で
は
、

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ

ク
」「
グ
ル
ー
プ
活
動
に
対
す
る
有
効
性
調
査
」

な
ど
を
使
用
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
演
習
実
施
に
お

い
て
有
益
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

今
回
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
の
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
似
内
遼
一
先
生
を
中
心

に
、
吉
田
敦
也
先
生
、
荻
野
亮
吾
先
生
と
筆
者

の
４
名
で
翻
訳
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
で
き

れ
ば
、
次
年
度
講
習
の
受
講
者
に
役
立
て
て

も
ら
れ
る
よ
う
９
月
ま
で
の
刊
行
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
訳
し
て
感
じ
る
こ

と
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
欧
米
か
ら
入

っ
て
き
た
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
本
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定

義
、
考
え
方
、
言
葉
遣
い
、
手
法
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
示
唆
を
具
体
的
に
与
え
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
翻
訳
の
作
業
以
外
で
も
、
講

習
を
提
供
す
る
側
と
し
て
、
欧
米
の
手
法
を

多
く
学
び
、
日
本
の
社
会
教
育
に
有
効
な
も

の
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
実
践
的
・
理
論
的

根
拠
の
あ
る
質
の
高
い
演
習
を
設
計
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に
：
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
の
講
座
か
ら

の
知
見

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
演
習
の
実
施
は
、
実
現

に
至
る
ま
で
に
何
が
課
題
で
あ
る
か
多
く
教

え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
学
ぶ
こ
と
を

希
望
す
る
者
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、

放
送
大
学
の
使
命
で
あ
る
。
現
実
的
に
人
数

を
限
定
し
抽
選
に
し
て
は
い
る
も
の
の
、
受

講
者
を
特
定
の
基
準
で
選
別
は
し
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
演
習
当
日
に
参
加
で
き
る
た
め

の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
使
用
へ
の
支
援
と
い
っ
た
、

事
前
の
準
備
に
は
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を

費
や
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
蔑

ろ
に
で
き
な
い
の
は
、
実
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス

に
こ
そ
、
社
会
教
育
士
が
必
要
と
す
る
資
質
・

能
力
を
高
め
る
隠
れ
た
研
修
の
意
図
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
演
習
前
に
受
講
生
全
員
と
コ
ン
タ
ク

ト
が
取
れ
た
こ
と
で
脱
落
者
は
な
く
、
効
果

的
に
演
習
は
行
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
課
題

提
出
率
は
１
０
０
％
で
あ
っ
た
。

　

講
習
終
了
後
に
提
出
し
て
も
ら
っ
た
「
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
・
自
己
評
価
シ
ー

ト
」
を
見
れ
ば
、「
日
本
全
国
の
遠
く
に
い
る

方
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
経
験
、
つ
な
が
る
手
法

を
学
ぶ
と
い
う
経
験
、
考
え
を
共
有
し
対
話

す
る
と
い
う
経
験
は
、
自
分
自
身
の
宝
物
と

な
り
ま
す
。」 「Z

oom

演
習
の
始
ま
る
前
の
紹

介
動
画
か
ら
多
く
の
方
が
多
く
の
時
間
を
か

け
て
成
り
立
っ
て
い
る
実
感
が
得
ら
れ
感
動

し
ま
し
た
。
接
続
準
備
のZ

oom

の
際
、
皆
様

の
お
顔
が
拝
見
で
き
ま
し
た
が
、
皆
様
笑
顔
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で
失
敗
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
場
な
ん
だ
と
実
感
で
き
て
当
日

に
臨
む
事
が
で
き
ま
し
た
。」「
一
言
で
い
う

と
、『
楽
し
か
っ
た
！
』　

こ
の
演
習
の
参
加

が
自
身
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
今

後
も
学
習
や
経
験
を
深
め
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
。
講
師
や
Ｔ
Ａ
、
事

務
局
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
な
ど

の
好
意
的
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
講
座

全
体
を
統
括
し
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
出
し
て
く
だ
さ
り
、
事

前
の
相
談
会
な
ど
で
親
身
に
な
っ
て
受
講
生

を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
吉
田
敦
也
先
生
、

そ
し
て
当
日
的
確
な
時
間
配
分
で
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
荻
野
亮
吾
先
生
、
似
内
遼
一
先

生
と
い
っ
た
優
秀
な
講
師
の
確
保
が
で
き
た

こ
と
、
そ
し
て
、
新
し
い
講
習
に
対
し
柔
軟

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
学
の
事
務
担
当

者
と
の
協
力
体
制
が
、
手
探
り
の
中
で
の
初

め
て
の
講
習
を
一
定
の
成
果
を
持
っ
て
成
立

さ
せ
ら
れ
た
要
因
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
課
題
は
あ
る
。

　

第
一
に
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
の
情
報
基
盤
の
確
保
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

放
送
大
学
は
通
信
制
の
大
学
で
あ
り
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
授
業

を
提
供
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の

講
習
の
よ
う
な
単
発
で
随
時
に
生
じ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
演
習
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
つ
つ
放
送
大
学
の

情
報
基
盤
を
利
用
可
能
な
状
況
に
す
る
必
要

が
あ
る
。G

oogle

ア
カ
ウ
ン
ト
は
手
軽
に
利

用
で
き
る
反
面
、
公
的
な
講
習
で
使
用
す
る

た
め
に
は
、
受
講
生
に
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
を

条
件
と
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
用
い
る
許
諾
を
個

別
に
取
る
と
い
う
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
受
講
生
へ
の
個
別
対
応
か
ら
生
じ

る
仕
事
量
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
参
加

の
前
提
と
な
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
や
ス
キ
ル

の
た
め
の
支
援
は
、
想
定
を
超
え
た
仕
事
量

と
な
り
、
シ
ャ
ド
ー
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
次
回
の
講
習
参
加
者
の
要
件
と

し
て
、G

oogle

ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
やZ

oom
使
用
の
経
験
を
受
講
要
件
と
す
る
必
要
性
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時

に
そ
れ
ら
の
学
習
を
こ
の
講
習
を
機
会
に
受

講
生
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今
後
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
社
会
教
育
の
事
業
等
が
広
が

る
可
能
性
を
考
え
れ
ば
、
受
講
生
の
力
量
形

成
に
寄
与
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
ア
ン
ビ
バ

レ
ン
ト
な
思
い
に
な
る
。

　

第
三
に
汎
用
性
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
の

モ
デ
ル
構
築
で
あ
る
。
今
回
は
講
師
の
善
意

と
能
力
に
多
く
を
依
存
し
、
一
定
以
上
の
成

果
を
上
げ
る
演
習
を
実
施
で
き
た
。
し
か
し
、

誰
も
が
同
様
に
実
施
で
き
る
汎
用
性
に
富
む

オ
ン
ラ
イ
ン
演
習
の
設
計
と
い
う
意
味
で
は
、

ま
だ
そ
こ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
持
続
可
能

で
一
定
水
準
の
演
習
の
設
計
は
、
お
そ
ら
く

講
習
を
実
施
す
る
制
度
的
支
援
体
制
の
充
実

や
試
行
錯
誤
を
経
て
度
重
な
る
修
正
を
繰
り

返
す
こ
と
で
、
そ
の
完
成
度
は
高
ま
っ
て
い

く
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
ず
は
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ロ
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
ほ
ぼ

成
功
と
い
う
レ
ベ
ル
で
ど
う
に
か
演
習
実
施

ま
で
の
日
々
を
走
り
抜
け
た
記
録
と
い
う
こ

と
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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